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１ ２ ３ ４ 

  
令和６年度 

入園願書受付 

ぴよちゃんクラブ 

英語教室 
（年長組） 

文化の日 

（休園） 
預かり保育 

６ ７ ８ ９ １０ １１ 

    
英語教室 

（年中組） 
 休園 

１３ １４ １５ １６ 

 

１７ １８ 

     
誕生会 

（11・12月） 
預かり保育 

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 

   
勤労感謝の日 

（休園） 

音楽会園内 

リハーサル 
休園 

２７ ２８ ２９ ３０  

  
  

※ ルールのある遊びを通して友達と関わる。 
※ 音楽会に関心をもち、皆と一緒に合奏したり歌や遊戯、劇遊びを楽しむ。 
※ 勤労感謝の日にちなみ、働いている方へ感謝の気持ちをもつ。 

令和５年１０月３１日 

みどり幼稚園 

み ど り 

♪ 音楽会について ♪ 

日時：１２月２日（土）１０：００開演  

場所：江陽公民館  八戸市江陽2丁目18-34  

★詳細は後程ご案内致します。 

【１１月の園行事 】 

※新型コロナウィルス感染拡大防止のために予定が変更となる場合はご了承ください。 

 秋の空に子どもたちが飛ばすシャボン玉がきらきらと黄金色に舞い上がります。 

 １０月にひと足早く、年少・中・長組の子どもたちは、おがみ神社へ七五三のお詣りに行って

きました。お天気に恵まれた絶好の七五三日和りでした。制服を着て、少し緊張した面持ちで社

殿に座わる子どもたちはとてもかわいらしかったです。 

 和文化研究家の三浦康子さんの本によると「七つまでは神のうちと考えられ、神様に見守られ

ているので何をしてもバチはあたらない。昔は７歳まで無事に育てるのは大変だったので節目節

目で健やかに育つことを神様に祈った。」と記されています。日本には子どもを大切に育てる文

化が今なお受け継がれていることがわかります。 

 さて、コロナウィルスの制限が緩和され、数ヶ月がたちました。４年ぶりに地域の行事、園の

行事などが行われるようになり、少しずつ本来の姿を戻しつつあります。けれどもコロナ以前と

全く同じかたちに戻るというのは難しいことだと思います。むしろ今まで見過ごしていたり、気

づいていなかった良いものを見い出して新たに前に進んでいけたらと思うこの頃です。 

 保護者の皆様に行事等についてのお知らせです。ご理解とご協力くださいますようお願い申し

上げます。 

◎ 今年度の音楽会は江陽公民館で行うことになりました。 

年度当初、音楽会は園内での開催を予定しておりました。保護者の皆様に全プログラムを

ご覧いただけるように園よりも広さのある江陽公民館をお借りして行うことになりました。 

◎ 来年度（令和６年度）入園の願書受付が１１月１日から始まります。 

・対象となるお子様がいらっしゃいましたらどうぞ、早めのご提出をお願いいたします。 

 今年度（令和５年度）の満３歳児の受付も随時行っております。 

・来年度より満２歳児の一時預かり保育を開始する予定です。（詳細は３学期中にお知らせ致

します。） 

◎ ＰＴＡのつどい（青森大会）のアーカイブ配信があります。 

先日、行われました「脳育ての黄金ルール」黒川伊保子先生の講演が大変好評でした。多

くの保護者からアーカイブ配信の要望があり、黒川先生の許可を得て配信できることとなり

ました。後日、ＱＲコード等を配布致しますのでぜひ、ご視聴ください。 

◎ みどり幼稚園インスタグラムアンケートについて 

アンケートご回答いただきましてありがとうございました。幼稚園での子どもたちの様子

を知りたい気持ちはあるがネット上の個人情報の保護について十分注意を払ってほしいとの

ご意見をいただいております。園ではすでにwebの専門家の方から研修を受け、今後も助言

をいただきながら、段階を踏んで発信していく予定でおります。お子さんのつぶやき、発見、

驚き、輝き、喜び・・・など保護者の皆様と共有できますツールとなることを願っておりま

す。                              園長 正部家 朱美 



令和４年度  自己評価報告書 

                                                             令和５年 ４月 ５日 

                                                          学校法人正栄学園 みどり幼稚園 

１. 本園の教育目標 

       ・明るく元気な子         ・友達と仲良く遊べる子  

  ・思いやりのあるやさしい子    ・最後までやりとげる子 

２. 本年度重点的に取り組む目標・計画 

  〇「生活する力」「関わる力」「学びに向かう力」の３つの柱のもとに子どもの姿を踏まえた保育者の 

関わり・環境構成を考え、実践する。 

３.  評価項目の達成及び取り組み状況 

  評価項目 評価 取り組み状況 

 

１ 

 

 園内研修の充実 

 

 

Ａ 

   

 幼稚園教育要領の読み合わせを全員で行い、幼児期の終わり

までに育ってほしい姿等を確認した。教育課程、教育要領に基

づいて指導計画、週案を作成することができた。 

 

２ 

 

 

 安全管理 

 

 

Ａ 

 

  保健計画に沿って感染症の予防などの徹底を図った。安全計

画では月１回の安全点検やヒヤリハットなどで危険なところを

周知した。避難訓練を計画どおりに行うことができた。 

 

３ 

 

 

 

 環境構成 

 

 

Ｂ 

 

 

 クラスごとにより良い環境を整える努力をしてきているが、

行事等で忙しくなると雑になることもあった。夏休みに砂場の

環境を話し合う園内研修をしたが、実際に研修したことを実践

できるまでに至るクラスは少なかった。 

評価（Ａ・・十分に成果があった Ｂ・・成果があった Ｃ・・少し成果があった Ｄ・・成果がなかった ） 

４.  総合的な評価結果 

  評価 理  由 

       

Ａ 

 

 感染症対策をしながら、できるだけ年間の指導計画の内容ができるよう工夫して行った。保護者

アンケートの結果からも子どもたちが園に通うことを楽しみにし、遊びや生活を充実させているこ

とをうかがい知ることができた。環境構成について話し合いをもち、より質を向上させたい。 

５.  今後取り組む課題 

 課 題 具体的な取り組み方法 

１ 特別な支援を必要とする子ど

ものための園内の支援体制 

 支援の必要な幼児が多くなってきており、園内の支援体制や外部機関と連

携を図り個別な指導を充実させる。 

２ 

 

教育の質の向上のための研

修の充実を図る 

  幼稚園教育要領、教育課程を中心とした幼児教育の基本をおさえながら、

新しい時代を生きる子どもたちへの保育を考える。 

３ 

 

子どもの主体性を伸ばす保

育を目指す 

  園児数の減少のため、これまでどおりの形態でできない行事についての内

容を検討していく。 

６.  学校関係者評価委員会の評価 

（１）ひとりひとりの子どもたちを認めながら､段階を経て成長していく様子をさまざまな行事を通して知ることが

できた。 

（２）あいさつについては保護者アンケートでは他の項目より評価が低くなっているが、各家庭でのあいさつに対

する意識・習慣も問われているのではないか。家庭と園と一体となって、子どもたちに身に付けさせていく必

要がある。 

 (３)運動することによって体力を増進させたり、からだを動かすことを親も一緒に楽しむ機会を徐々に増やして

ほしい。(コロナ禍のため、十分できなかったこととして) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価項目 
保護者の評価A＋Ｂ 

％    人数 

１ 子どもは幼稚園に行くのを楽しみにしている ９８％ 48人 ◎ 

２ 子どもは安心して自分の思いを出し、元気に遊んでいる 1００％ 49人 
 

３ 

 

友達と一緒に遊んだり友達の遊びに刺激を受けたりして、共に過ごすことの楽

しさを味わっている 
９８％ 48人 ◎ 

４ 遊びや集団生活に必要なきまりを知り、守ろうとする態度が育ってきている ９６％ 47人 ◎ 

５ 様々な物事に興味関心を示し、知的好奇心や思考力、感動する心などが育ってき

ている 
９８％ 48人 ◎ 

６ 自ら遊びを作り出す楽しさを味わい、幼稚園生活を楽しんでいる １００％ 49人 
 

７ 子どもは遊びの楽しさを味わい、自信をもって行動できるようになってきた ９８％ 48人 ◎ 

８ 集団の中で、話をよく聞いたり、考えたり、互いに力を生かし合いながら、共に

学び合う様子が見られた（年⻑組のみ） 
１００％ 22人 

 

９ 自分の力で考えたり工夫しながら、あきらめずにやり遂げる達成感を味わってい

る（年⻑組のみ） 
１００％ 22人 

 

10 学級の中で幼児一人一人が大切にされている 
９８％ 

（未記入１名） 
47人 ◎ 

11 人に対する信頼感や思いやりの気持ち、自己抑制力などが育ってきている ８７．８％ 43人 〇 

12 自分でできることは自分でしようとしている ８７．８％ 43人 〇 

13 子どもは家族に、よくあいさつをしている ９３．９％ 46人 ◎ 

14 子どもは身近な人や、教職員によくあいさつをしている。 ８３．７％ 41人 〇 

15 子どもはしっかり体を動かし、体力が向上したり、たくましさが育ったりしてき

ている 
９３．９％ 46人 ◎ 

16 経験したことや考えたことなどを言葉で伝えて楽しんでいる １００％ 49人 
 

17 生命を尊重する心や自然を大切にする気持ちが育つような取り組みがされていた ９５．９％ 47人 ◎ 

18 園は、地震・津波・火災・不審者などに対しての防災に取り組んでいる １００％ 49人 
 

19 幼稚園は一人一人の幼児の育ちを保護者に伝えている ９５．９％ 47人 ◎ 

20 幼稚園は保護者が様々な幼児と関わる機会をつくり、幼児の発達などに気づく機

会をつくっている 
１００％ 49人 

 

21 園は、保護者からの相談などに対して誠実に対応している ９８％ 48人 ◎ 

22 教育方針や教育目標は、幼児や家庭・地域の実態にあったものだと思う ９８％ 48人 ◎ 

23 
幼稚園は教育目標や月ごとの活動について園便りやクラス便りで分かりやすく伝

えている 
１００％ 49人 

 

令和４年度の教育や運営に対する保護者アンケートのまとめ 

                                   令和５年３月１０日 
                                   み ど り 幼 稚 園  
幼稚園評価アンケートにご協力くださいましてありがとうございます。 
集計の結果が出ましたのでお知らせ致します。 
〇全保護者のべ４９名の皆様からご回答いただくことができましたこと感謝申し上げます。 
〇Ａ．そう思う、Ｂ．そう思うことが多いを合わせて１００％となった項目は８項目ありまし

た。子どもたちが園に通うことを楽しみにし、遊びや生活を充実させていることを伺い知る
ことができました。年長組の項目、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿にも近づいている
ことがわかります。 

〇毎年ですが、身近な人や教職員によくあいさつをしているは、他の項目と比べて低くなって
おり、引き続き親しみをもってあいさつができるよう見守ってまいりたいと思います。 

〇お子様、一人一人の育ちの様子はこれまで同様ていねいに保護者の皆様へお伝えできるよう
努めてまいります。 
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